
令和3年度出水期前
タイムライン検討会 説明資料

～令和３年度出水期の実対応に向けて～

令和３年7月

第17回 旭川水害タイムライン検討会
第9回 高梁川水害タイムライン検討会
第9回 吉井川水害タイムライン検討会



１．開会挨拶
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検討会の目的、スケジュール

時間 訓練内容
13：30～13：40 １．開会の挨拶
13：40～13：50 ２．タイムラインの概要

・タイムラインとは？
・タイムラインの検討経緯
・タイムラインの概要（構成、検討経緯、運用方法）
・ポータルサイトの概要

13：50～14：00 ３．令和3年度出水期の運用に向けて
・令和2年度の振り返り
・タイムライン（令和3年度版）の変更点
・防災に関する最新動向

14：00～15：10 ４．出水期の実対応に向けた確認
15：10～15：20 ５．連絡事項
15：20～15：30 ６．講評

 本検討会は、令和3年度の出水に備えて、タイムラインの運用や多機関連
携がスムーズに行われるよう、タイムライン構成機関の顔合わせ、実対応
を想定した情報伝達方法の確認を行うことが目的である。

＜検討会の目的＞

＜スケジュール＞
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2. タイムラインの概要
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（１）タイムラインとは
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 タイムラインは、「いつ」「何を」「誰が」の３つの要素を、防災に係わる組織が
連携し、災害に対するそれぞれの役割や対応行動を定めたもの。

 タイムラインの作成・運用により、関係機関で連携した避難の呼びかけや、先を見
越した事前放流・浸水防止対策等の事前対応を実現し、住民の命を守る、さらに経
済被害を最小化することを目指す。

「いつ」

タイムライン（防災行動計画）とは・・・

「誰が」

「何を」

主な災害の発生時点から逆算した時間帯

防災機関や組織または住民

事前に行う防災行動内容（あらかじめ調整し決める）

タイムラインを構成する３つの要素



タイムラインの導入・運用によるメリット
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地域防災計画とタイムラインとの関係
 タイムラインで整理されている防災行動項目は、地域防災計画から多機関が関わる行動項目

を抽出したもの
 タイムライン上で流域関係機関の行動を見える化することにより、流域関係機関の連携対応

を把握することができ、地域防災計画上の多機関が関わる行動項目を効率的・効果的に実施
することが可能

 タイムラインの導入・運用により、主に以下のメリットが挙げられている。

地域防災計画地域防災計画
地域防災計画 タイムライン

多機関が関
わる行動項
目を抽出

時系列に行動項目が整理されていることで
 新任でも防災対応の全体像が理解しやすい
 防災担当が異動になる際の引き継ぎ資料として有用
 本格的な出水対応の前に、先回りした事前対応が可能

タイムライン作成過程で
 顔の見える関係が構築できるこ
とで、出水時に関係機関とのス
ムーズな連絡調整が可能

計画やマニュアルを見直した場合
は、タイムラインとの整合を確認し
事務局に報告をお願いします。

留意点
タイムラインで整理されている防

災行動項目や実施のタイミングは、
各機関の防災マニュアル等に記載さ
れている内容と整合を図る必要があ
ります。
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タイムラインを運用し
振り返りと改善を繰り返す

 タイムラインは、旭川は平成28年度、高梁川・吉井川は令和元年度に作成し、実
運用を行い、タイムラインのブラッシュアップを行っている。

 今後も、タイムラインを実出水で運用し、振り返りと改善を図る。

タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

Ｄ

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
改善検討

Ａ

タイムラインを改善し、精度を高める

改善検討会の様子

改 善

振り返り・教訓の抽出

出水期に向けた意思統一
出水期に向けて、情報伝達方
法等をタイムラインを活用し、
確認する。

読合せ検討会の様子

タイムラインの記録等を持ちより、出水対
応の教訓や改善点を洗い出す。

振返り検討会の様子

今回



出水期本格出水前 出水期後令和元年度 令和3年度令和2年度水
系
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イ
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催
）

直
轄
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間
タ
イ
ム
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ン

※

平
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月
作
成
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以
降
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用
改
善

水
系
全
体

マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

※

令
和
元
年6

月
作
成

水
系
全
体

マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド

タ
イ
ム
ラ
イ
ン(

試
行
版)

※

令
和
元
年8

月
試
行
版
作

仮運用

運用

運用
防
災
行
動
共
有
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
読
合
せ
訓
練

運用

運用

運用

6/4
高梁川
吉井川
6/5
旭川

※久米南町、美咲町

1/27

D
出水期出水期前 出水期後

出
水
対
応
振
返
り

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
改
善(

書
面
開
催
）

C A

勉強会

R4年度以降
他水系へ展開

ﾓﾃﾞﾙ地域※
自治体版ﾀｲ
ﾑﾗｲﾝの策定

水
系
全
体
マ
ル
チ

ハ
ザ
ー
ド
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

久米南町、
美咲町

ヒアリング

11/25
旭川
吉井川
11/26
高梁川

他地域自治体版ﾀｲﾑﾗｲﾝ作成

3/5

防
災
行
動
共
有
シ
ス
テ
ム
操
作
訓
練

9/9吉井川
9/10旭川
9/11高梁川

中上流域ﾀｲﾑ
ﾗｲﾝ策定ﾏﾆｭｱ
ﾙ(案)作成

取組
紹介

7/2
台風期前

11月頃
2月頃

7

岡山三川タイムライン 今年度の実施方針
 本格的な出水に備えて本検討会は、タイムラインの運用に向けた意思統一を目的に実施
 出水期に運用し、台風期前には読み合せ訓練、出水期後に振り返り検討会、改善検討会を行う。
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（３）タイムラインの構成
 タイムラインは、４つの構成で作成（高梁川事例）

①高梁川水害タイムライン【解説版】 ②高梁川水害タイムライン【概要版】

④高梁川水害タイムライン運用方法③高梁川水害タイムライン【詳細版】

タイムラインの
想定シナリオや
作成方針、が記
載されています。
タイムラインの
前提条件を確認
するときに活用
します。

タ イ ム ラ イ ン
【詳細版】の対
応項目（第1階
層）を抜粋して
防災行動の種別
毎に整理されて
います。対応の
全体像を確認す
るときに活用し
ます。

行動手順・内容
（第3階層）ま
での詳細な対応
が各機関・部署
毎に時系列に整
理されています。
水害時は対応の
チェックリスト
として活用しま
す。

台風や大雨に対するタイムライ
ンの立上げ・移行基準や、メー
リングリストを利用した情報発
信等が記載されています。タイ
ムラインを運用する際に確認・
活用します。

高梁川水害タイムライン《令和元年度版》　【概要版】

意思決定 水防活動 道路 河川施設
指定・福祉

避難所
住民避難 要配慮者避難

ライフライン

（電力、通信、

ガス）

公共交通 自主防災組織 報道

気象台、河川事務所、

県・自治体危機管理部局
河川管理者（国・県・自治体） 道路管理者（国・県・自治体）

河川管理者（国・県・自治体）

ダム管理者（国・県・電力）

自治体危機管理部局

自治体福祉部局

自治体危機管理部局

警察、自衛隊

自治体危機管理部局

自治体福祉部局
ライフライン事業者 交通事業者（電車・バス） 住民、ＮＰＯ団体 報道機関

TL立ち上げの意思決定

災害対策本部等の設置

準備
水防活動の準備 道路通行止めの準備 ダム操作の準備 指定避難所開設の準備

要配慮者避難支援の準

備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備

水防活動の準備

（自主防災組織）
報道体制の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

レベル2移行の意思決定

報道体制の準備

水防活動の実施 パトロールの準備
ダム操作の準備・放流

開始
指定避難所開設の準備 住民避難の準備 小中学校の休校準備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備
災害対応の準備 台風情報の放送

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
停電対応の準備

気象警報・注意報の放

送

指定避難所（高潮）の

開設
交通情報の放送

避難情報の放送

レベル3移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動（内水）の準

備
パトロールの実施 パトロールの実施

指定避難所（高潮）の

開設

地域限定情報伝達の実

施
小中学校の休校 ライフライン復旧対策

公共交通機関の運行停

止準備
報道体制の準備

関係機関への応援要請

準備
水防活動の実施

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

住民避難（内水）の実

施

要配慮者避難支援の準

備
鉄道運転調整の準備 災害対応の準備

リエゾン派遣の準備
ダム操作の実施・

放流開始
河川水情報の放送

防災関連情報の放送

水防団待機水位の超過
リエゾン派遣の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始に対する行動

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

レベル4移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動

（内水）の実施

道路通行止め

（内水）の実施
自主避難所の運営支援

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止（内水）
災害対応の準備

停電対応の実施 利用者の安全確保
ライフライン情報の放

送

被害情報の放送

催しもの開催状況の放

送

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の準備
ダム操作の実施 住民避難(外水)の準備 防災関連情報の放送

パトロールの実施
樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

レベル5移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の実施
ダム操作の実施 指定避難所の開設

地域限定情報伝達の実

施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止

（外水）

異常洪水時

防災操作の実施
福祉避難所の開設 自主避難所の運営支援

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
指定避難所の開設

福祉避難所の開設

要配慮者避難支援（外

水）の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（外水）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

住民避難（外水）の準

備

要配慮者避難支援（外

水）の実施
防災関連情報の放送

レベル6移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
公共交通機関の運行停

止の対応

避難勧告（外水）の発

表

避難勧告（外水）の放

送

地域限定情報伝達の実

施
緊急情報の放送

住民避難（外水）の実

施

水防活動対応者

の退避

道路通行止め

従事者の退避

樋門・排水・取水

ゲート操作員の退避

避難指示（緊急）（外

水）の発表

運行停止対応従事者

の退避

避難指示（緊急）発表

の放送

パトロール員の退避 パトロール員の退避
避難誘導員・支援者

の退避
防災関連情報の放送

レベル7移行の意思決定

災害対策本部等の強化
地域限定情報伝達の実

施
災害対策本部等の設置 決壊の通報

リエゾン派遣の実施 緊急対応の準備
道路通行止め（外水）

の実施
救助活動の実施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止（外

水）
被害情報の放送

関係機関への応援要請 安否確認
ライフライン復旧対応

の為の情報収集

記者発表
ライフライン復旧対応

の実施

停電対応の実施

対応項目（第1階層）

現象・

インフラへの

影響

気象・河川水位

情報

時間

の

目安

目標

タイム

ライン

レベル

レベル0

(3日前

調整）

内部調整 -72h 3日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：3

日後に影響】

-48h機関調整レベル0

（2日前

調整）

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：2

日後に影響】

2日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

レベル1 地域調整 -9h 早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：1

日後に影響】）

内水氾濫発生の見込み

氾濫注意水位の超過

内水氾濫の発生

レベル3 早期避難

（外水）

-4h 洪水警報 洪水警報の

危険度分布（警戒）

大雨警報（土砂災害）

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（警戒）

氾濫警戒情報

避難判断水位超過

中小河川の氾濫による

浸水発生

-4h避難

（内水）

レベル2 洪水警報の危険度分布

（注意）

洪水注意報

大雨注意報

大雨警報（浸水害)

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（注意）

氾濫注意情報

避難

（外水）

-3.5h 洪水警報の危険度分布

（非常に危険）

土砂災害警戒情報

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（非常に危

険） 、（極めて危

険）

レベル4

避難徹底 -0.5h 氾濫危険情報の発表 氾濫危険水位の超過

レベル5 緊急対応 0h～ 氾濫発生情報の発表

決壊の通報

氾濫発生情報

災害発生情報

堤防の決壊

土砂災害の発生
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（４）タイムラインの運用方法（高梁川）

事務局が意思決定し、
メーリングリストによ
り通知

 高梁川水害タイムラインは、台風や前線性の豪雨により高梁川水系で大規模な洪水が発生する恐れがある場合
に立ち上げるものである（局地的大雨のような一過性の降雨による、局地的な浸水被害・土砂災害については
各市町村が判断）。

 レベル１以降は自治体ごとにレベルの時差が生じるため、岡山県・岡山地方気象台・岡山河川事務所から発表
される警戒レベル相当情報やホットライン等の助言を踏まえ各自治体が意思決定し、メーリングリストにより
通知する。

岡山県・岡山地方気象
台・岡山河川事務所か
ら発表される情報、助
言を踏まえ各自治体が
意思決定し、メーリン
グリストにより通知

（レベル1以降は、自治体
ごとに気象予警報の発表
状況や避難勧告等の発令
状況が異なるため）

タイムライン
レベル 警戒レベル

警戒レベル相当情報等
洪水 内水

レベル0-1
（3日前準備） ー ・台風：3日後に台風が吉井川流域に影響するおそれ

・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

レベル0-2
（2日前準備） ー ・台風：2日後に台風が吉井川流域に影響するおそれ

・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：2日後に影響】

レベル1 警戒レベル１ ・早期注意情報（翌日までの警報級の可能性）【目安：1日後に影
響】

レベル2 警戒レベル２
・氾濫注意情報
・洪水注意報
・洪水警報の危険度分布（注意）

・洪水注意報
・洪水警報の危険度分布（注意）

レベル3 警戒レベル３
・氾濫警戒情報
・洪水警報
・洪水警報の危険度分布（警戒）

・洪水警報
・洪水警報の危険度分布（警戒）

レベル4 警戒レベル４

・氾濫危険情報
・洪水警報の危険度分布（非常に
危険）

・洪水警報の危険度分布（非常に
危険）

レベル5 警戒レベル５
・氾濫発生情報
・大雨特別警報（浸水害）

・大雨特別警報（浸水害）
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（４）タイムラインの運用方法（吉井川）
 吉井川水害タイムラインは、台風や前線性の豪雨により吉井川水系で大規模な洪水が発生する恐れがある場合
に立ち上げるものである（局地的大雨のような一過性の降雨による、局地的な浸水被害・土砂災害については
各市町村が判断）。

 タイムライン立上げは水系全体としての判断となるため事務局が意思決定しメーリングリストにより通知する。
 レベル１以降は自治体ごとにレベルの時差が生じるため、事務局から発表される警戒レベル相当情報やホット
ライン等の助言を踏まえ各自治体が意思決定する。

タイムライン
レベル 警戒レベル

警戒レベル相当情報等
洪水 内水 高潮

レベル0-1
（3日前準備） ー ・台風：3日後に台風が吉井川流域に影響するおそれ

・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

レベル0-2
（2日前準備） ー ・台風：2日後に台風が吉井川流域に影響するおそれ

・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：2日後に影響】

レベル1 警戒レベル１ ・早期注意情報（翌日までの警報級の可能性）【目安：1日後に影響】

レベル2 警戒レベル２

・氾濫注意情報
・洪水注意報
・洪水警報の危険度分布（注
意）

・洪水注意報
・洪水警報の危険度分布（注
意）

・高潮注意報

レベル3 警戒レベル３
・氾濫警戒情報
・洪水警報
・洪水警報の危険度分布（警
戒）

・洪水警報
・洪水警報の危険度分布（警
戒）

・高潮警報に切り替える可能性
が高い注意報

レベル4 警戒レベル４

・氾濫危険情報
・洪水警報の危険度分布（非常
に危険）

・洪水警報の危険度分布（非常
に危険）

・高潮警報
・高潮特別警報

レベル5 警戒レベル５
・氾濫発生情報
・大雨特別警報（浸水害）

・大雨特別警報（浸水害） ・高潮氾濫発生情報

事務局が意思
決定し、メー
リングリスト
により通知

岡山河川事務所、
岡山地方気象台、
岡山県から発表
される情報、助
言を踏まえ各自
治体が意思決定
し、メーリング
リストにより通
知

（レベル1以降
は、自治体ごと
に気象予警報の
発表状況や避難
勧告等の発令状
況が異なるた
め）



情報収集5 氾濫発生情報の確認

意思決定5 堤防決壊による影響を協議／緊急対応方針の検討／堤防決壊の周知

情報収集3 避難判断水位、氾濫警戒情報、水防警報の確認／避難所開設準備状況の
確認

意思決定3 避難準備・高齢者等避難開始発表の有無と時期の検討・決定と発表時期
の周知／避難勧告の発表時期の周知／河川水位情報の周知（以降継続）

情報収集2 水防団待機水位、氾濫注意水位、氾濫注意情報、水防警報の確認／現地・
交通情報の収集

意思決定2 避難準備・高齢者等避難開始・避難勧告の発表時期の検討・発表時期の周
知

情報収集1 大雨警報（浸水害）の確認／防災体制設置状況の収集／公共施設の運営
と催しものの開催状況の確認

意思決定1 内水氾濫エリアへの注意喚起の有無と時期の検討・注意喚起時期の周知
／避難準備・高齢者等避難開始・避難勧告の発表時期の検討

情報収集0-2 大雨注意報の確認／説明会による情報収集／雨量・水位の確認／地域
情報の確認

意思決定0-2 今後の見通し等の協議（以降継続）／気象情報の周知（以降継続）

情報収集0-1 全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5日進路予報、週間予報の
確認／警報級の可能性の確認

意思決定0-1 大雨警報の発表見込み／防災体制のスケジュール設定

情報収集4 氾濫危険水位、氾濫危険情報、水防警報の確認／避難所開設・運用状況
の確認

意思決定4 避難勧告・避難指示（緊急）発表の有無と時期の検討・決定と発表時期の
周知

レベル移行に必要な行動情報・状況

・大雨警報（浸水害）の発表
・内水氾濫発生の見込み

・避難判断水位の超過の見込み
（3h予測）
・氾濫警戒情報の発表
(避難判断水位の超過後)

・氾濫危険水位の超過の見込み
（3h予測）による氾濫
・警戒情報の発表

タイムライン立ち上げ レベル0-1 内部調整

レベル2 避難（内水）

レベル1 地域調整

レベル4 避難（外水）

レベル5 緊急対応

レベル3 早期避難

レベル0-2 機関調整

内水氾濫の発生

2日後に台風が旭川流域に影響
する恐れ

3日後に台風が旭川流域に影響
する恐れ

・堤防の決壊
・氾濫発生情報の発表
・決壊の通報

平常時 タイムライン解除

情報・状況

・応急復旧・救助活動の収束

・大雨警報（浸水害）及び
洪水警報の解除

水防団待機水位を下回る

大雨の恐れがなくなる

・避難判断水位を下回る
・氾濫警戒情報の解除)

・氾濫危険水位を下回る
・警戒情報の解除

内水氾濫の解消

11

（４）タイムラインの運用方法（旭川）
 タイムライン立上げ・レベル

移行・解除は、岡山市、岡山
河川事務所、岡山地方気象台
から構成するタイムライン内
部会議において、台風及び前
線性降雨による旭川流域への
影響について協議し意思決定。
メーリングリストにより通知
する。

① 台風の進路予報、警報級（大雨）の可能
性を踏まえ、台風及び前線性降雨による
旭川流域への影響（3日後を目安）を考慮
し、タイムラインの立上げを協議します。

② 警報級（大雨）の可能性や、気象予警報、
水位状況に応じて順次タイムラインレベ
ルの移行（引き上げ、引き下げ）を協議
します。（右図参照）

③ 被害が発生しなかった場合は、タイムラ
インの情報・状況に準じて引き下げを行
います。なお、水位が水防団待機水位を
下回り、かつ大雨警報（浸水害）及び洪
水警報が解除された場合はタイムライン
を解除します。

④ 被害が発生した場合（レベル5に到達した
場合）は、応急復旧や救助活動が収束す
るまでレベル5を維持し、応急復旧や救助
活動が収束した段階でタイムラインを解
除します。
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（４）岡山三川水害タイムラインポータルサイトの概要

 令和元年度の岡山三川水害タイムラインの運用期において、関係機関の情報を一
元化し、迅速な情報収集に寄与することを目的とした「ポータルサイト（HPリン
ク集）」を構築

 令和元年度の出水対応の振返り結果を踏まえ、以下の機能を追加
 マルチ画面機能：河川の水位状況や多様な防災気象情報を、より効率的かつ迅
速に把握可能

 防災行動共有システム：タイムラインの閲覧やタイムラインレベルの確認等が
可能

マルチ画面機能河川の水位状況の監視

多様な防災・気象情報
ライブカメラの監視

直轄河川、県管理河川
の同時監視

 参加機関が必要とする様々な情報

 複数の水位観測所の水位状況を同時に監視
 河川水位状況とライブカメラを同時に監視
 平常時から災害時の事象の進行に応じて必

要な情報を整理して表示
 スマートフォンでの閲覧も可能

タイムライン詳細版

行動記録

タイムラインレベル

防災行動共有システム
 タイムラインの閲覧
 タイムラインレベルの確認（地図表示）等

 タイムラインの運用を円滑化するために必要な情報・機能
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（４）岡山三川水害タイムラインポータルサイトの概要
 ポータルサイトでは、タイムラインレベルに必要となる防災情報や防災対応に応
じて、各機能を活用することができる

タイムラインレベル
レベル 0-1 0-2 1 2 3 4 5

状況
• 3日後に台風が
岡山三川流域に
影響するおそれ

• 2日後に台風が
岡山三川流域に
影響するおそれ

• 水防団待機水位
の超過

• 内水氾濫発生の
見込み

• 氾濫注意水位
の超過

• 内水氾濫発生

• 避難判断水位超過
• 中小河川の氾濫によ
る浸水発生

• 氾濫危険水
位超過

• 堤防の決壊
• 土砂災害の発
生

全国的な気象状況（台風や前線）を把
握し、今後の体制判断に活用

中国地方全体を見ながら現在の状況を
把握し、体制移行判断や事前対応判断
に活用

水位とカメラで現地の状況を確認し、
具体の対応判断や指示に活用

①マルチ画面

②HPリンク集

内水氾濫の発生等、水位上昇により事態の
深刻化が進むと本格的に活用

③防災行動共有システム

タイムライン発動時より、タイムライン詳細版の
確認やタイムラインレベルの確認に活用



3. 令和3年度出水期の運用に向けて
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（１）令和2年度の振り返り
岡山県に影響を及ぼした台風、豪雨

令和2年7月5日から14日
梅雨前線による大雨

 台風第10号は、9月1日21時に小笠原近海
で発生し、日本の南海上を北西に進んだ。

 5日は、台風周辺の暖かく湿った空気が
流れ込み大気の状態が非常に不安定と
なったため、局地的に雨雲が発達し大雨
となった。

令和2年9月5日～7日
台風第10号による強風、大雨

 西日本に停滞している梅雨前線の影響によ
り、岡山県では7月5日から大雨となった。

 13日から14日は、日本海を東に進む低気圧
からのびる前線が中国地方を南下し、岡山
県では大気の状態が不安定になり局地的に
激しい雨が降った。

岡山三川でタイ
ムラインを発動
したが、岡山県
内の影響は局所
的でありタイム
ラインレベル0で
解除となった。

小田川で氾濫危
険水位を超過、
高梁川で氾濫注
意水位を超過し
た。
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（１）令和2年度の振り返り
令和2年7月14日豪雨

氾濫危険水位
避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位
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7月13日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

7月14日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

雨量 総社

高梁川 酒津

水
位

（
m
）

降
水

量
（
m
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）

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位
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7月13日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

7月14日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

雨量 井原

小田川 矢掛

水
位
（m

）

降
水

量
（m

m
）

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位
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7月13日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

7月14日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

雨量 新見

高梁川 日羽

水
位

（m
）

降
水

量
（m

m
）

倉敷市

総社市

早島町

笠岡市

井原市

浅口市

矢掛町

高梁市

新見市

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨注意報

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

大雨警報(土砂災害)

洪水警報

洪水警報

大雨警報(土砂災害)

洪水警報

洪水警報

洪水警報

洪水警報

大雨警報（浸水害）

土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報

小田川氾濫危険情報

小田川氾濫危険情報

7月13日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

7月14日

1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
相
当
情
報

日羽

矢掛

酒津

日羽

矢掛 酒津

 小田川の矢掛水位観測所では氾濫危険水
位を超過、高梁川の日羽、酒津観測所に
おいて氾濫注意水位を超過した。

 新見市、高梁市、総社市ではタイムライ
ンレベル4相当の避難勧告が発令された。

7月14日08時35分

防災行動共有システム画面
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（２）タイムライン（令和3年度版）の変更点
①タイムライン発動基準の変更について

 令和2年7月出水を踏まえ、タイ
ムラインを発動していない状態
で、タイムラインレベルの1や2
相当の状況になった場合におい
ても、タイムラインレベル1や2
からタイムラインを発動する運
用に見直しを実施

 見直しの内容は、タイムライン
運用方法へ反映

ﾀｲﾑﾗｲﾝ
レベル

レベル
0-1

3日前

レベル
0

2日前

レベル
1

1日前

レベル
2

注意報

予測できる
場合

予測が
困難な場合
レベル1から発

動の例

発動
レベル1 レベル2レベル0 レベル0

発動
レベル1 レベル2

【タイムラインの発動の見直し イメージ】
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水
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）
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水
位
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）
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総社市
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井原市
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矢掛町

高梁市

新見市
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大雨注意報
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大雨警報(土砂災害)
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洪水警報

洪水警報

大雨警報(土砂災害)

洪水警報

洪水警報

洪水警報

洪水警報

大雨警報（浸水害）

土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報

小田川氾濫危険情報
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1時 4時 7時 10時 13時 16時 19時 22時

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
相
当
情
報

日羽

矢掛

酒津

令和2年7月14日の様子
（補足）3日前に限らず早期注意情報（警報級の可能性）

が発表され、流域全体に影響する場合は発動の
目安とする。



水系全体に関係する項目

個々の機関で対応する項目

複数機関が連携する項目

タイムライン行動項目の分類（色分け）
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（２）タイムライン（令和3年度版）の変更点
②行動項目の分類（色分け）

 令和２年度の振り返り検討会で、行動項目数が多すぎるのではとの意見があった。
 行動項目数が適切であるか関係機関にアンケートを実施し、適切であると過半数
より回答を得られたため、改善方法案の是非についても追加アンケートを行った。

 改善方法として、「水系全体に関係する項目」、「複数機関が連携する項目」、
「個々の機関で対応する項目」の３つに分類・色分けを行い視認性を向上させた。

防災行動共有システム
（試行版）では
行動項目の分類でソート
可能となるよう機能追加

◆項目数は適切か？

◆改善方法案は適切か？

リアルタイムアンケート結果

適切
17件

多い
10件

行動項目
（第1階層）

行動細目
（第2階層）

No

気象警報・注意報情報
の収集　【継続】

54
早期注意情報（警報級の可能性）の
確認

55 台風説明会の実施

56 台風説明会の参加

57 県庁台風説明会の実施

58 県庁台風説明会の参加

59 国観測所の雨量・河川水位の確認

60 県観測所の雨量・河川水位の確認

61 上流域の雨量・河川水位の確認

62 海面水位情報の確認

63 本部からの地域情報の確認

64 イベント実施情報の確認

65
タイムラインのレベル移行協議（レベ
ル0（2日前準備））

66
台風進路予測、早期注意情報等から
0hの設定

67
タイムラインレベル移行（レベル0（2日
前準備）移行）の周知

68 今後の方針の周知

行動手順・内容
（第3階層）

タイムライン
レベル0
（2日前準備）
移行の意思決定

今後の方針の検討

意思決定の周知

情報の収集

説明会による情報収集
災害備品の購入
土のうの準備

雨量・河川水位情報
の収集【継続】

地域情報の確認

適切
23件

不適切
3件
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（２）タイムライン（令和3年度版）の変更点
③意見照会結果等の反映

 振り返り検討会における意見等を反映した、「タイムライン（詳細版）令和3年度
版（素案）」について、意見照会を実施（令和3年2月3日～2月17日まで）

 意見紹介結果を踏まえたタイムラインを改善検討会（書面開催）において提示。
改善検討会における意見を反映（タイムライン詳細版へ赤文字で反映）
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（２）タイムライン（令和3年度版）の変更点
④タイムラインレベルの色分けの変更

 タイムラインの警戒レベルを分かりやすくするために、令和２年５月に内閣府
（防災担当）から発表された大雨の警戒レベルの色分けと整合を図った。

 レベル0については、気象庁の大雨危険度における今後の情報等に留意と同様の
色（灰色）とする。

大雨の警戒レベルの色分け
タイムラインレベル 目標 情報

レベル0-1 機関調整 早期注意情報

レベル0-2 機関調整 早期注意情報

レベル1 地域調整 早期注意情報

レベル2 避難 (内水) 大雨洪水注意報

レベル3 避難 (外水)・避難徹底 氾濫警戒情報

レベル4 避難 (外水) 氾濫危険情報

レベル5 緊急対応 決壊氾濫発生情報

警戒レベル 状況 避難情報等

－ － －

－ － －

レベル1 今後気象情報悪化のおそれ 早期注意情報

レベル2 気象状況悪化 大雨・洪水注意報

レベル3 災害のおそれあり 高齢者等避難

レベル4 災害のおそれ高い 避難指示

レベル5 災害発生又は切迫 緊急安全確保

タイムラインレベルの色分け

【警戒レベルの配色について】
令和２年５月に内閣府（防災担当）にて５段階の警戒レベルの違いを分かりやすく伝えることを目的として、警戒レベル及
び警戒レベル相当情報の推奨配色が定められた。
推奨配色として統一することで、色のイメージを定着させやすくなっており、なお配色については様々な色覚の人が視認し
やすい配色とされている。



おかやま防災ポータ
ル

川の防災情報
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（３）ポータルサイトの修正
①マルチ画面の修正

• 川の防災情報からの各種リンクが困難であるため、水
位断面をおかやま防災ポータルからリンク表示する改
良や、気象庁HPのリニューアルへの対応を実施

• 気象庁ホームページのキキクルや台風情報、雨雲の動
き、今後の雨が見やすいよう左側画面は、上下2画面
を統一した画面に改良を実施

おかやま防災ポータルによる水位断面

気象庁ホームページキキクル（危険度分布）の表示イメージ

気象庁ホームページのキキクルや台風情報、
雨雲の動き、今後の雨が見やすいよう

左側画面は、上下2画面を統一した画面とする。
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（３）ポータルサイトの修正
②防災行動共有システムの修正

分類 主な意見 対応状況
ログインID、
PWについ
て

 ログインID：基本的には河川
名＋Xでログイン出来るため、
ID間違いに気づかず入力され
てしまう可能性がある。

 ID、PWは、河川＋機関毎の連番＋部署毎の
連版）に修正。

システム動
作ついて

 システムの全体的な動作が非
常に重い。

 圧倒的にレスポンスが悪い。

 サーバーの負担を軽減させアクセス性の向上
を図るため3水系に分割した。

 また、IPアドレスにより接続していたが、
ユーザーによってはセキュリティ上の影響に
より動作が重くなる・アクセスができない場
合があったため、新たに3水系でそれぞれド
メインを取得した。

新たなURL、ID,PWは、参考資料参照

 タイムラインの変更に伴う防災行動共有システムの修正及び、行動項目の分類に
伴うソート機能の追加に加え、以下の対応を実施



（４）防災に関する最新動向
①災害対策基本法の改正概要（令和3年4月成立）

視点 課題 対応
災害時における円滑か
つ迅速な避難の確保

避難勧告と指示の違いも十分に
理解されていない

避難勧告・指示を一本化

個別避難計画（仮称）
の作成

いまだに多くの高齢者が災害の
被害を受けており、避難の実効
性確保に課題

避難行動要支援者の個別避難計画
の作成について、市町村に努力義
務化

国の災害対策本部の
設置

特定規模の災害発生時における
国の関与のあり方に課題

災害発生のおそれ段階において、
国の災害対策本部の設置を可能と
する

広域避難における市町
村間協議

広域避難実施時における市町村
間の連携のあり方に課題

市町村長が居住者等を安全な他の
市町村に避難（広域避難）させる
に当たって、必要となる市町村間
の協議を可能とするための規定等
を措置
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視点 課題 対応
線状降水帯の情報に関
する課題

甚大な被害をもたらし得る「線状降
水帯」の伝え方に課題

「線状降水帯」というキーワードを
使って解説する情報を提供

「特別警報級の台風」
という表現に関する課
題

「特別警報級の台風」のという表現
のみでは何に警戒すべきか伝わりに
くい

「特別警報級の台風」という表現を
使用する場合は、解説を強化

「特別警報の可能性が
小さくなった」という
表現に関する課題

「特別警報を発表する可能性は小さ
くなりました」という文言が安心情
報として受け取られた可能性

安心情報と誤解されないように解説
を強化

特別警報の警戒レベル
に関する課題

種類により同じ特別警報でも取るべ
き行動が違うため混乱が生じやすい

暴風・波浪・高潮特別警報の地域別
の基準値設定（中長期的に検討）

防災気象情報の信頼度
を維持する上での課題

特別警報級の台風接近時に継続して
早期避難をしてもらう必要

予報精度の向上に努めるとともに、
台風予測と実況の比較を行い、結果
を公表

レベルの変更等に伴う
警戒レベル相当情報の
整理に関する課題

警戒レベル相当情報をどうわかりや
すく整理すべきか

大雨特別警報を警戒レベル５緊急安
全確保の発令基準設定例として位置
づける等の対応

警戒レベル相当情報の
改善に関する課題

警戒レベル相当情報全体の体系化や
個別情報の出し方をどうするか

避難情報の対象とならない地域への
大雨警報・洪水警報等の発表を抑止
する取り組みの推進等の対応
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（４）防災に関する最新動向
②防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）



4. 出水期の実対応に向けた確認
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検討会の目的
 本検討会は、令和3年度の出水に備えて、台風や大雨に対する実対応や多機関連
携がスムーズに行われるよう、タイムラインを用いて多機関で連携が必要な行動
項目を中心に確認を行う。

タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

Ｄ

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
更新

Ａ

（今回）
実対応に向けた確認

本検討会や今後のタイムラ
インの運用を通じて、より
実効性のあるタイムライン
へとブラッシュアップして

いく。

令和3年度出水期運用

（次回）
令和3年度の振
り返り（予定）



令和３年度出水期の実対応に向けた確認方法

 実対応に向けて、タイムラインを活用し、情報伝達方法や連携方法を確認する。
 事務局が各河川のタイムラインから、タイムラインレベル毎に情報伝達や連携に向
けて重要な行動項目を選定し、確認を行う。

 具体には、現状の情報発信する具体の内容や情報発信の手段について確認し、受信
方法や情報の確認方法について、意見交換を行う。 （意見交換方法は以下参照）
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参加者

Teamsの画面の右上、若しくは下に
「手を上げる」マークがあります。

これをクリックします。



出水期の実対応に向けた確認方法
確認ポイント、意見交換内容
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TLレベル 確認ポイント 意見交換内容
レベル0-1  タイムライン立ち上げの周知  なし（事務局からの情報提供）

レベル0-2  鉄道・バスの運行停止準備
 ホームページ以外からの情報収集方法について
 運行停止の見込みについて広報されるタイミング
について（台風の時、大雨の時）

レベル1  情報収集（防災気象情報）  顕著な大雨に関する情報（線状降水帯に関する情
報）について

レベル2

 情報の収集（洪水予報）  洪水予報の情報伝達方法、内容（直轄区間の6時
間先までの水位予測）について

 道路規制情報の収集  出水対応時に最新の道路規制情報を入手する方法
について

 ライフラインに関する情報の収集  出水対応時に最新のライフライン情報を入手する
方法について

レベル3  指定避難所の開設  指定避難所の開設や混雑状況の周知で工夫してい
ることについて

レベル4  避難指示の発令  避難指示に関する情報の取得方法について

レベル5

 決壊の通報  なし（情報提供）

 被害情報の伝達周知  被害情報の入手方法について（集約されているサ
イト等）

 道路通行止めの実施（道路啓開）  道路啓開・復旧情報の入手方法について

 確認ポイントは、各タイムラインレベルにおける状況を踏まえ、実対応を行う上
で特に収集しておくべき情報を選定している。（下表のとおり）



タイムラインレベル0-1（3日前準備）
イメージする状況
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岡山県の早期注意情報（警報級の可能性）

2021年07月2日11時 岡山地方気象台 発表

南部では、5日までの期間内に大雨警報、暴風警報を発表する可能性
が高い。また、3日までの期間内に波浪警報を発表する可能性が高い。
北部では、5日までの期間内に大雨警報、暴風警報を発表する可能性
が高い。

岡山県南部 2日 3日
4日 5日 6日 7日

12-18 18-24 00-06 06-12 12-24

大雨

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ―
1時間最大 15以下15以下15以下15以下 20
3時間最大 15以下15以下25以下25以下 30
24時間最大 50以下

暴風
（雪）

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ―
最大
風速

陸上 9以下 9以下 12 12 16
海上 9以下 9以下 12 12 18

波浪
警報級の可能性 ― ― [高] ―
波高 0.5 0.5 1 4 5

岡山県北部 2日 3日
4日 5日 6日 7日

12-18 18-24 00-06 06-12 12-24

大雨

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ―
1時間最大 15以下15以下15以下15以下 20
3時間最大 15以下15以下25以下25以下 30
24時間最大 50以下

暴風
（雪）

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ―
最大
風速 9以下 9以下 12 12 16

イメージ イメージ

0hr

1日前

2日前

3日前

0hr1日前2日前3日前



タイムラインレベル0-1（3日前準備）
実対応に向けた確認

確認ポイント：タイムライン立ち上げの周知
・高梁川水害タイムライン：No3～7
・旭川水害タイムライン：No3～8
・吉井川水害タイムライン：No3～7
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＜情報収集・伝達方法＞
・メール
・防災行動共有システム

高梁川水害タイムライン 検討会メンバー 各位

５月２０日に実施した事務局会議の結果を共有します。

■今後の気象情報

岡山地方気象台の情報によれば、岡山県北部に、大雨
で早期注意情報（警報級の可能性）が、本日２０日の夜
から明日２１日の夜遅くまでの間で「中」となっています。

■タイムラインレベル

今後の気象情報を確認する必要があるため、タイムライ
ンレベル「０-１」を発令します。

各機関におかれましては行動手順・内容について確認
いただきますとともに、今後の土砂災害や河川の増水、
落雷に注意してください。

メール（イメージ） 防災行動共有システム

事務局より防災行動共有システムのテロップ
にタイムラインレベルを表示します。
（履歴についても確認可能です。）

上段メニューの「レベル確認」から
地図上でタイムラインレベルが確認可能です。

詳細版
該当
箇所



タイムラインレベル0-2（2日前準備）
イメージする状況
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岡山県の早期注意情報（警報級の可能性）

2021年07月3日12時 岡山地方気象台 発表

南部では波浪警報を発表。また、5日までの期間内に大雨警報、暴風警
報を発表する可能性が高い。
北部では、5日までの期間内に大雨警報、暴風警報を発表する可能性が
高い。

岡山県南部 3日 4日
5日 6日 7日 8日

12-18 18-24 00-06 06-12 12-24

大雨

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ― ―
1時間最大 15以下 20 20 20 20
3時間最大 25以下 30 30 30 30
24時間最大 50以下 60

暴風
（雪）

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ― ―
最大
風速

陸上 12 16 16 16 16
海上 12 18 18 18 18

波浪
警報級の可能性 [高] ― ―
波高 4 5 5 5 5

岡山県北部 3日
4日 5日 6日 7日 8日

12-18 18-24

大雨

警報級の可能性 ― ― ― ― [高] ― ―
1時間最大 15以下 20 20 20 20
3時間最大 25以下 30 30 30 30
24時間最大 50以下 60

暴風
（雪）

警報級の可能性 ― ― [高] ― ―
最大
風速 12 16 16 16 16

イメージイメージ

0hr

1日前

2日前

1日前2日前 0hr



＜情報収集・伝達方法＞
・ポータルサイト リンク集
⇒主に鉄道・バス事業者HP

タイムラインレベル0-2（2日前準備）
実対応に向けた確認

確認ポイント：鉄道・バスの運行停止準備
・高梁川水害タイムライン：No108～118
・旭川水害タイムライン：No94～104
・吉井川水害タイムライン：No98～108

【意見交換内容】
・ホームページ以外からの情報収集方法について
・運行停止の見込みについて広報されるタイミングについて（台風の時、大雨の時）

詳細版
該当
箇所
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タイムラインレベル1
イメージする状況
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イメージ

0hr

1日前

1日前 0hr

岡山県の早期注意情報（警報級の可能性）

2021年07月4日12時 岡山地方気象台 発表

南部では波浪警報を発表。また、5日までの期間内に大雨警報、暴風警
報を発表する可能性が高い。
北部では、5日までの期間内に大雨警報、暴風警報を発表する可能性が
高い。

岡山県南部 4日 5日
6日 7日 8日 9日

12-18 18-24 00-06 06-12 12-24

大雨

警報級の可能性 ― [高] ― ― ―
1時間最大 20 20 30 50 50
3時間最大 30 30 50 100 100
24時間最大 60 500

暴風
（雪）

警報級の可能性 ― [高] ― ― ―
最大
風速

陸上 12 16 16 16 16
海上 12 18 18 18 18

波浪
警報級の可能性 [高] ― ―
波高 4 5 5 5 5

岡山県北部 4日 5日
6日 7日 8日 9日

12-18 18-24 00-06 06-12 12-24

大雨

警報級の可能性 ― [高] ― ― ―
1時間最大 20 20 30 50 50
3時間最大 30 30 50 100 100
24時間最大 60 500

暴風
（雪）

警報級の可能性 ― [高] ― ― ―
最大
風速 12 16 16 16 16

イメージ

1日前 0hr



タイムラインレベル1
実対応に向けた確認

 鉄道運行停止準備について

確認ポイント：情報収集（防災気象情報）
・高梁川水害タイムライン：No168～173
・旭川水害タイムライン：No134～142
・吉井川水害タイムライン：No134～135

【意見交換内容】
・顕著な大雨に関する情報（線状降水帯に関する情報）

34

＜情報収集・伝達方法＞
・ポータルサイト
⇒主に気象庁HP

詳細版
該当
箇所



タイムラインレベル2
イメージする状況

2021/07/0515:00

平成30年7月豪雨による内水被害

イメージ

2021/07/0515:00

35

イメージ

事例

出典：平成30年7月豪雨内水被害/国土交通省

氾濫注意水位を
超過



タイムラインレベル2
実対応に向けた確認

36

確認ポイント：情報の収集（洪水予報）
・高梁川水害タイムライン：No271
・旭川水害タイムライン：No211
・吉井川水害タイムライン：No184

【意見交換内容】
・洪水予報の情報伝達方法、内容（直轄区間の6時間先までの水位予測）について

＜情報収集・伝達方法＞
・防災情報提供システム
・メール（電話）
・気象庁HP、川の防災情報

詳細版
該当
箇所

気象庁ホームページ



タイムラインレベル2
実対応に向けた確認

2021/07/0515:00

2021/07/0515:00

イメージ

６時間予測水位が
確認可能

37

川の防災情報



【留意点】
 洪水予報の基準観測所では、6時間先までの予測水位を表示。
 洪水予報発表の時に計算された予測値のため、発表から時間が経過していると実際との差
異が生じている恐れあり。

タイムラインレベル2
実対応に向けた確認

2021/07/0515:00

洪水予報発表時の6時間
先までの予測水位が表示

2021/07/0515:00

38

イメージイメージ

次の洪水予報発表時に新
しい6時間先までの予測

水位に更新



タイムラインレベル2
実対応に向けた確認

39

確認ポイント：道路規制情報の収集
・高梁川水害タイムライン：No279
・旭川水害タイムライン：No219
・吉井川水害タイムライン：No190

【意見交換内容】
・出水対応時に最新の道路規制情報を入手する方法について

＜情報収集・伝達方法＞
・道路管理者ホームページ詳細版

該当
箇所



タイムラインレベル2
実対応に向けた確認

40

確認ポイント：ライフラインに関する情報の収集
・高梁川水害タイムライン：No328、330
・旭川水害タイムライン：No267
・吉井川水害タイムライン：No229

【意見交換内容】
・出水対応時に最新のライフライン情報を入手する方法について

詳細版
該当
箇所

＜情報収集・伝達方法＞
・ライフライン事業者のHP



タイムラインレベル3
イメージする状況

2021/07/0515:00

水防活動（月の輪工法）

イメージ

41

2021/07/0515:00

イメージ

事例

出典：減災対策協議会資料（令和2年度岡山県の取組）
高齢者避難、避難所開設

出典：減災対策協議会資料（令和2年度矢掛町の取組）

事例

事例

小田川下二万地先（2020/7/14）

避難判断水位超過



タイムラインレベル3
実対応に向けた確認

42

確認ポイント：指定避難所の開設
・高梁川水害タイムライン：No397～412
・旭川水害タイムライン：No348～363
・吉井川水害タイムライン：No316～331

【意見交換内容】
・指定避難所の開設や混雑状況の周知で工夫していることについて

詳細版
該当
箇所

＜情報収集・伝達方法＞
・おかやま防災ポータル
・おかやま防災情報メール
・各自治体ホームページ



2021/07/0515:00

タイムラインレベル4
イメージする状況

イメージ

小田川下二万地先（2020/7/14）

事例

43
旭川中原河川（2018/7/7未明） 小田川矢掛監視局（2020/7/14）

2021/07/0515:00

イメージ

氾濫危険水位超過



タイムラインレベル4
実対応に向けた確認

44

確認ポイント：避難指示の発令
・高梁川水害タイムライン：No443～445
・旭川水害タイムライン：No361～363
・吉井川水害タイムライン：No404～406

【意見交換内容】
・避難指示に関する情報の取得方法について

詳細版
該当
箇所

＜情報収集・伝達方法＞
・おかやま防災ポータル
・おかやま防災情報メール
・各自治体ホームページ



タイムラインレベル5
イメージする状況

45

事例

平成30年7月8日 小田川堤防決壊箇所（倉敷市真備町）
出典：岡山河川事務所

平成30年7月8日旭川堤防決
壊箇所（岡山市北区）

出典：平成３０年７月豪雨に
おける状況/岡山市

事例

平成10年洪水 吉井川氾濫（赤磐市吉井町福田）
出典：吉井川の主な災害/国土交通省

事例



タイムラインレベル5
イメージする状況

46出典：平成30年7月豪雨と復旧への記録/中国地方整備局

出典：平成30年7月豪雨（西日本豪雨）への対応について/消防庁 出典：平成30年7月豪雨活動状況写真/防衛省・自衛隊

事例 事例

事例 事例



タイムラインレベル5
実対応に向けた確認

47

確認ポイント：決壊の通報
・高梁川水害タイムライン：No483
・旭川水害タイムライン：No400
・吉井川水害タイムライン：No463

出典：参考資料1近年の災害の状況と防災情報に関するこれまでの取組/第1回水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会

※氾濫危険情報及び氾濫発生情報

詳細版
該当
箇所

＜情報収集・伝達方法＞
・各通報システムにより通報



タイムラインレベル5
実対応に向けた確認

48

確認ポイント：被害情報の伝達周知
・高梁川水害タイムライン：No505
・旭川水害タイムライン：No482
・吉井川水害タイムライン：No424

【意見交換内容】
・被害情報の入手方法について（集約されているサイト等）

詳細版
該当
箇所

＜情報収集・伝達方法＞
・おかやま防災ポータル
・おかやま防災情報メール
・各自治体ホームページ



タイムラインレベル5
実対応に向けた確認

49

確認ポイント：道路通行止めの実施（道路啓開）
・高梁川水害タイムライン：No507～513
・旭川水害タイムライン：No484～489
・吉井川水害タイムライン：No435～441

出典：平成30年7月豪雨に対する対応について 倉敷市真備地区における道路啓開支援/中国地方整備局

【意見交換内容】
・道路啓開・復旧情報の入手方法について

詳細版
該当
箇所

＜情報収集・伝達方法＞
・道路管理者ホームページ



５．連絡事項

50



①実対応におけるタイムラインの活用例について

51

 段階に応じて３つタイムラインの３つの資料とポータルサイトが活用できます。

Point
★ 災害時は他機関との連携を「タ
イムライン（詳細版）」で確認
し、自機関の詳細な行動・実施
手順・体制は各機関の防災マ
ニュアル等を確認し対応する必
要があります。

★ タイムラインと各機関の計画・
マニュアルについては、これま
でも意見照会を通じて整合を
図ってきましたが、令和３年度
の出水対応等を通じて新たに不
整合が確認された場合は、事務
局にご報告下さい。

各機関のマニュアル等の活用

防災
マニュアル

地域防災
計画

機関タイムライン

• 機関内で実施する項目の内容、
手順等の詳細を確認

平常時

事前対応

災害対応

タイムラインの見直し・改善
タイムラインを活用した訓練
担当者の引継ぎ、教育訓練等

タイムラインの全体像を確認
多機関連携ポイントの確認
機関内で実施する項目の確認

 TL行動項目の実施
• 多機関への情報伝達・ML発信
• 関連情報の収集・確認
• 先を見越した行動の確認
実施状況の確認・記録
機関内で実施する項目の実施

 各機関の対応

 事務局の対応運用方法

全体版

全体版

★ タイムラインレベルを通して各機関の対応を把握し
ながら自機関の行動のチェックリストとして活用

Point

概要版

タイムラインの運用
• タイムラインの立ち上げ、
レベル移行の意思決定

• 参加機関への連絡

全体版

概要版

ポータルサイト



②出水対応の記録におけるタイムラインの活用例

52

 出水対応を記録する際に、タイムライン【詳細版】が活用できます。

A.「チェック欄」
行動項目に漏れがないよう、実施

した行動についてチェックをつけま
す。

B.「行動項目追加欄」
タイムライン記載以外で実施した

行動を追記します。合わせて、対応
機関、実施開始時刻、終了時刻も記
入します。

Ç.「メモ欄」
課題や改善点等を記入する欄とし

て使用します。

➩タイムライン【詳細版】をチェックしながら
実対応を行うことで、振り返りの際に重要な
出水対応の記録に活用することができます。

A.チェック欄

B. 行動項目追加欄

C. メモ欄



③出水期運用中の確認ポイント

53

 タイムラインの改善に向けて、今年度の運用中に主に以下の観点でタイムラインの
確認をお願いします。

＜タイムライン確認のポイント＞

① タイムラインレベルの移行と行動実施のタイミング
② メーリングリストの活用

 メーリングリストを適切に確認・共有できているかを確認する。
③ ポータルサイトの活用

 ポータルサイトを適切に確認・共有できているかを確認する。
 追加すべき情報や表示方法の改善点がないかを確認する。

④ タイムラインの突発的なレベル移行時の対応
 タイムラインレベルが突発的に上がった際の対応について、レベルを遡っ
て順番に実施すべき対応があるか等を実運用の中で確認を行う。

➩出水期後の振り返りの際に、運用を通じて抽出される課題や問題点、改善点につ
いて報告して頂き、タイムラインのブラッシュアップを図ります。



６．講評
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参考
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災害対策基本法の改正概要（令和3年4月成立）
①災害時における円滑かつ迅速な避難の確保

【課題】
本来避難すべき避難勧告のタイミングで避難せず、逃げ遅れにより被災する者が多数発生。
避難勧告と指示の違いも十分に理解されていない。

【対応】
 避難勧告・指示を一本化し、従来の勧告の段階から避難指示を行うこととし、避難情報
のあり方を包括的に見直し。

住民アンケート
・避難勧告で避難すると回答した者：26.4％
・避難指示で避難すると回答した者：40.0％

【条文】（第六十条第一項及び第三項関係）
⑴災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、人の生命又は身体を災害から
保護し、その他災害の拡大を防止するため特に必要があると認めるときは、市町村長は、必
要と認める地域の必要と認める居住者等に対し、避難のための立退きを指示することができ
るものとすること。
【旧条文】
災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、人の生命又は身体を災害から保護
し、その他災害の拡大を防止するため特に必要があると認めるときは、市町村長は、必要と
認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを勧告し、及び急を要すると認めるとき
は、これらの者に対し、避難のための立退きを指示することができる。

56



【課題】
避難行動要支援者名簿（平成25年に作成義務化）は、約99％の市町村において作成され
るなど、普及が進んだものの、いまだ災害により、多くの高齢者が被害を受けており、避難の実効
性の確保に課題。

【対応】
 避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避難を図る観点から、個別避難計画について、市町
村に作成を努力義務化。

※任意の取組として計画の作成が完了している市町村約12％
※任意の取組として一部の計画の作成が完了している市町村約50％
※併せて、マイナンバー法を改正し、名簿・計画の作成等に当たりマイナンバーに紐付く情報を活用

〇近年の災害における犠牲者のうち高齢者（65歳以上）が占める割合
令和元年東日本台風：約65％、令和２年７月豪雨：約79％

※避難行動要支援者（高齢者、障害者等）ごとに、避難支援を行う者や避難先等の情報を記載した計画。

【条文】（第四十九条の十四関係）
⑴個別避難計画の作成
イ市町村長は、地域防災計画の定めるところにより、名簿情報に係る避難行動要支援者ごとに、
当該避難行動要支援者について避難支援等を実施するための計画（以下「個別避難計画」とい
う。）を作成するよう努めなければならないものとすること。ただし、個別避難計画を作成す
ることについて当該避難行動要支援者の同意が得られない場合は、この限りでないものとする
こと。

57

災害対策基本法の改正概要（令和3年4月成立）
②個別避難計画（仮称）の作成



【課題】
特定規模の災害発生時において災害応急対策を推進するための国の関与のあり方に課題。

【対応】
 災害発生のおそれ段階において、国の災害対策本部の設置を可能とする。
【条文】（第二十三条の三関係）
⑴特定災害対策本部の設置
災害（その規模が非常災害に該当するに至らないと認められるものに限る。以下イにおいて同
じ。）が発生し、又は発生するおそれがある場合において、当該災害が、人の生命又は身体に
急迫した危険を生じさせ、かつ、当該災害に係る地域の状況その他の事情を勘案して当該災害
に係る災害応急対策を推進するため特別の必要があると認めるもの（以下「特定災害」とい
う。）であるときは、内閣総理大臣は、臨時に内閣府に特定災害対策本部を設置することがで
きるものとすること。

【条文】（第二十四条及び第二十五条関係）
⑴非常災害対策本部の設置
非常災害対策本部の設置要件を、非常災害が発生した場合から、非常災害が発生し、又は発生
するおそれがある場合に拡大すること。
⑵非常災害対策本部の組織
非常災害対策本部の長は、非常災害対策本部長とし、内閣総理大臣（内閣総理大臣に事故があ
るときは、そのあらかじめ指名する国務大臣）をもって充てるものとすること。
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災害対策基本法の改正概要（令和3年4月成立）
③国の災害対策本部の設置
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災害対策基本法の改正概要（令和3年4月成立）
④広域避難における市町村間協議

【条文】（第六十一条の四関係）
⑴広域避難の協議等
イ.市町村長は、当該市町村の地域に係る災害が発生するおそれがある場合において、予想され
る災害の事態に照らし、３の⑴の避難のための立退きを指示した場合におけるその立退き先を
当該市町村内の指定緊急避難場所その他の避難場所とすることが困難であり、かつ、居住者等
の生命又は身体を災害から保護するため当該居住者等を一定期間他の市町村の区域に滞在させ
る必要があると認めるときは、当該居住者等の受入れについて、同一都道府県内の他の市町村
の市町村長に協議することができるものとすること。
ロ.イの協議を受けた市町村長は、イの居住者等（以下「要避難者」という。）を受け入れない
ことについて正当な理由がある場合を除き、要避難者を受け入れるものとすること。この場合
において、協議を受けた市町村長は、イの滞在（以下「広域避難」という。）の用に供するた
め、受け入れた要避難者に対し指定緊急避難場所その他の避難場所を提供しなければならない
ものとすること。

【課題】
広域避難実施時において、関係する市町村間の連携のあり方に課題。

【対応】
 市町村長が居住者等を安全な他の市町村に避難（広域避難）させるに当たって、必要とな
る市町村間の協議を可能とするための規定等を措置。
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
①線状降水帯の情報に関する課題

【課題１ 線状降水帯の情報に関する課題】
甚大な被害をもたらし得る線状降水帯について情報発信をするとした場合、
有効に活用してもらうためにはどのように伝えるのが良いか。

【対応】
 大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により
非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキー
ワードを使って解説する情報を提供。
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
②「特別警報級の台風」という表現に関する課題

【課題２「特別警報級の台風」という表現に関する課題】
台風情報や会見などで「特別警報級の台風」という表現を繰り返し用いていたが、
何に警戒すべきか十分には伝わらなかったのではないか。

【対応】
 「特別警報級の台風」という表現を使用する場合は、大雨や暴風等によってど
のような災害が想定されるのかがより伝わるよう解説を一層強化

 大雨や暴風等によってどのような災害が想定されるかがより伝わるよう、平時
と緊急時で伝え方を変えるなど、状況に応じた効果的な解説を一層強化。さら
に台風のように長時間のリードタイムを確保できる現象では、社会の関心が高
まっているタイミングでしっかりと解説。

〇解説例：主な災害時に観測された風速と被害写真を例示
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
②「特別警報の可能性が小さくなった」という表現に関する課題
【課題３「特別警報の可能性が小さくなった」という表現に関する課題】
「特別警報を発表する可能性は小さくなりました」という文言が、一部で安
心情報として受け取られたのではないか。

【対応】
 詳細な情報を住民自ら取得してもらえる解説を強化するとともに、安心情報と
誤解されないよう、起こり得る災害や引き続き避難行動が必要とされる状況で
あることの解説を強化。

〇解説にあたって留意すること

「特別警報の可能性は小さくなりました」といった表現をする場合

（特別警報から警報への切り替え時も同様）

 起こり得る土砂災害や洪水、高潮等の災害をしっかりと解説。

 避難行動が必要とされる命に危険が及ぶ災害が引き続き、または今後予想されてい
る状況を解説。
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
④特別警報の警戒レベルに関する課題

【課題４ 特別警報の警戒レベルに関する課題】
大雨特別警報（警戒レベル５相当）と台風等を要因とする特別警報（高潮は警戒
レベル４相当、暴風、波浪は位置付け無し）では住民の取るべき行動や市町村が
発令すべき避難情報に違いがあることから、住民や地元自治体の防災対応に混乱
が生じたのではないか。

【対応】
 暴風・波浪・高潮特別警報の地域別の基準値設定（中長期的な検討事項）。
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
⑤防災気象情報の信頼度を維持する上での課題

【課題５ 防災気象情報の信頼度を維持する上での課題】
今後も特別警報級の台風が接近した場合などに、多くの方に早めの避難をしても
らうためにはどうすべきか。

【対応】
 社会的に大きな影響をもたらした台風等の総観規模の現象について、引き続き
予測の検証や予測と実況の比較などを行って広く公表する。

 数値予報モデルの物理過程の改良、新規データの利用拡充等、継続的な予報精
度の向上に努める。
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
⑥レベルの変更等に伴う警戒レベル相当情報の整理に関する課題
【課題６ レベルの変更等に伴う警戒レベル相当情報の整理に関する課題】
警戒レベル５の状況として「災害発生」に加え「切迫」を含めるとともに、警戒
レベル４の避難情報が避難指示に一本化する方向性が示されたことを踏まえ、警
戒レベル相当情報をどう整理すべきか。

【対応①】
 大雨特別警報を警戒レベル５緊急安全確保の発令基準設定例として位置づけ。
 危険度分布の警戒レベル４相当の紫への一本化・警戒レベル５相当の黒の新設。
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防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
⑥レベルの変更等に伴う警戒レベル相当情報の整理に関する課題
【課題６ レベルの変更等に伴う警戒レベル相当情報の整理に関する課題】
警戒レベル５の状況として「災害発生」に加え「切迫」を含めるとともに、警戒
レベル４の避難情報が避難指示に一本化する方向性が示されたことを踏まえ、警
戒レベル相当情報をどう整理すべきか。

【対応②】
 高潮氾濫危険情報の警戒レベル5 相当への変更及び「災害発生の切迫」を含め
た高潮氾濫発生情報への名称の一本化。



67

防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書（令和3年4月）
⑦警戒レベル相当情報の改善に関する課題

【課題７ 警戒レベル相当情報の改善に関する課題】
住民の避難行動により一層つながる警戒レベル相当情報とするためには、情報全
体の体系や個別の情報についてどうあるべきか。

【対応】
 避難情報の対象とならない地域への大雨警報・洪水警報等の発表を抑止する取
り組みの推進。

 市町村単位の警戒レベル相当情報（大雨警報等）が発表されたら、地域の状況
が災害の種類ごとに詳細に分かる情報（危険度分布、水害リスクライン等）を
確認すること、避難情報が発令されていなくても住民自らが避難行動をとる際
の判断の参考としていただきたいことの周知を強化。

【中長期的な検討事項】
 警戒レベル相当情報の体系整理及びその伝え方
 警戒レベル相当情報を補足する解説情報の体系整理
 その他の警報・注意報・気象情報の体系整理
 大雨警報（土砂災害）の発表手法の抜本的な見直し
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